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施工企画課活用効果調査表 入力システムの変更概要-1
●活用効果調査表は、NETISホームページにおいて、令和4年度よりWEB上での入力・保存と
なっています。https://www.netis.mlit.go.jp/netis/

●新技術活用計画書・実施報告書、活用効果調査表（発注者用）、活用効果調査表（施工者
用）毎でタブを選択（切り替え）し入力します。

1

NETISホームページ

主な変更点

○ID発行が、活用技術毎から、
工事毎へ変更。
ID発行後にIDを変えずに活用技術の

追加・削除も可能

○VEについて、実施報告書の
作成が不要。
＊R4以前に活用計画書を作成を
行い、繰り越している工事も対象で
す。R5年度よりVEにおける実施報
告書の作成は一切不要です。

○活用効果表の表示画面の
若干の変更
（入力内容に変更は無し。）



施工企画課活用効果調査表入力システムの変更概要-2
令和4年4月より WEB上での作成・保存に変更されました。

新：NETISホームページへアクセスし、WEB上で作成・保存、登録ボタンで送信

2

①タブをクリック

③作成をクリック
④IDパスワード発行後・作成

ファイルの
出力なし
登録ボタ
ンで送信

②活用効果調査
表作成をクリック

⑤登録

従来：NETISホームページへアクセスし、WEB上で作成したファイルをメール等に添付して提出

①タブをクリック

③「こちら」の文字をクリック

②活用効果調査
表作成をクリック

Zipファイル
を出力し提出
※ zipデータは、
NETISホームページ上で
ないと開けません。

「作成」クリックしない

④ファイル出力



新技術活用時のオンライン登録方法の流れ

ID・パスワードの発行

3

現場での新技術の活用

活用計画書の作成・登録

実施報告書の作成・登録

活用効果調査表の
作成・登録

提出後に中国技術事務所
から修正依頼があった場合

1.NETISホームページ上で、工事ごとに ID及びパスワードを発行する申
請を行います。（R4は、活用技術毎でしたが、R5は工事毎に変更）
2.監督員職員の承認後、メールにてID/パスワードが通知されます。

3.施工者が、NETISホームペ上で、ID/パスワードを入力してログインし、活用計画書
を作成します。

4.施工者が、活用計画書をＷｅｂ上で作成し、登録ボタンをクリックすると監督員職
員にNETISシステムから自動メールにて通知が届きます。
5..監督員職員が、IDパスワードによりログインし、内容確認後、登録ボタンをクリック
すると、中国技術事務所へ自動メールにて通知が届きNETISに登録されます。

Ａ・
Ｖ
Ｒ
技
術

か
ら

が
必
要

Ｖ
Ｅ
技
術

か
ら

が
必
要

A・VR技術
活用時・Ⅳまで

VE技術
活用時・Ⅱまで

作成した実施報告書・活用効果調査表について、修正の依頼があったときは、
速やかに修正し、登録ボタンにより中国技術事務所へ提出願います。

98 ページ

1211 ページ10

ページ13

Ⅴ

手順を５段階に分けて説明します。

Ⅳ

Ⅲ

Ⅱ

Ⅰ

※工事書類（工事打合せ簿）は、各監督員と相談してください。

ページ13

Ⅰ

Ⅱ

Ⅰ

Ⅳ

1.施工者は、NETISホームページ上で、ID/パスワードを入力してログインします。
2.活用計画書の内容に修正があれば修正し、実施報告書を作成します。
A技術・VR技術の場合、活用効果調査表(施工者欄)も記入します。
3.施工者が登録ボタンをクリックすると、発注者(監督職員等)にメールが自動送信され、
通知されます。

4.発注者は、メール内のリンクからログインして実施報告書の内容を確認します。
A技術VR技術の場合は、活用効果調査表の発注者欄を入力します。
5. 登録ボタンを押すと、中国技術事務所へ 提出され、自動メールで通知されます。

新ＮＥＴＩＳへの登録の必要性

末尾の記号 活用計画書 実施報告書
活用効果調査表
（施工者用）

活用効果調査表
（発注者用）

ＶＥ 必要 必要 不要 不要

Ａ 必要 必要 必要 必要

ＶＲ 必要 必要 必要 必要

登録時期 着手前 新技術活用後速やかに（工期途中でも可）

新NETISへの登録の必要性 ※VEの実施報告書
の扱いについて
はR5より省略

R5よりⅢが
省略となり
ました。

不要



① 施工者がIDパスワードの申請を行います
② 発注者は、システムの自動メール文に記載のリンクから確認画面へアクセスします
①’②’③’④’ ※修正がある場合（工事名等）、修正を依頼し、修正を行います
② 施工者から、修正後のIDパスワード申請書が提出されましたら、発注者は、システムの
自動メール文に記載のリンクから確認画面へアクセスしてください

③ 発注者は、内容を確認しましたら、承認ボタンをクリックします
④ IDパスワードがシステムの自動メールにて発注者・施工者双方へ通知されます

Ⅰ ID・パスワード
の発行

4

Ⅴ 提出後に中国技術事務

所から修正依頼があった場合

Ⅲ実施報告書の作成

・登録（A・VR）

新技術活用時の
オンライン

登録方法の流れ

Ⅱ活用計画書の

作成・登録

Ⅳ活用効果調査表の

作成・登録（A・VR）

ID・パスワードの発行の手順をフローで示します。

調査者(施工者) 調査者(発注者)

オンライン活用効果調査表ID・
パスワード申請

オンライン活用効果調査表ID・
パスワード受領

修正依頼メール受信

システム画面操作後、
自動メール通知 オンライン活用効果調査表ID・

パスワード申請メール受信

オンライン申請用ID・パスワー
ド申請情報確認

オンライン活用効果調査用ID・
パスワード申請承認・通知メー

ル送信

修正依頼

オンライン活用効果調査表ID・
パスワード受領

システム画面操作後、
自動メール通知

システム画面操作後、
自動メール通知

①’
②’③’

④’
②

③

④

①
メール文から

確認画面へアクセス

修正なし修正あり

ページ左下
参照9

ページ右下
参照

9

8 ページ
参照

8

ページ上部
参照

9

システム画面操作後、
自動メール通知

※工事業務名の入力時、英数字、カタカナ、記号（・等）は半角として下さい

④



① 施工者がIDパスワードによりWEBページにログインします
② 活用計画書を作成し、登録ボタンにより送信します
③ 発注者へシステムより自動メールが送信されますので
発注者はIDパスワードによりログインし計画書の内容を確認します

①’②’③’④’ ※修正がある場合には、修正を行います
④ 発注者は、修正後の活用計画書が提出されたら、再びシステムメールにより通知され
ますので内容を確認します

⑤ 修正がない場合登録ボタンによりNETISに登録をお願いします

5新技術活用時の
オンライン

登録方法の流れ

Ⅰ ID・パスワード
の発行

Ⅴ提出後に中国技術事務

所から修正依頼があった場合

Ⅲ実施報告書の作成

・登録（A・VR）

Ⅱ活用計画書の

作成・登録

Ⅳ活用効果調査表の

作成・登録（A・VR）

活用計画書の作成・登録の手順をフローで示します。

調査者(施工者) 調査者(発注者)

オンライン活用効果調査表
WEBページにログイン

活用計画書の入力・登録
内容確認依頼メール送信

修正依頼受理

内容確認依頼メール受信

修正依頼

計画書作成

修正依頼

①’

②’

③’

④’ ②
③

④

①

修正なし修正あり

内容確認

NETIS
登録

⑤

修正依頼

修正後

「登録」を
クリック

ページ参照10

「施工者へ
修正依頼」を
クリック

「登録」をクリック



新技術の活用が終わりましたら、実施報告書・活用効果調査表を作成します。
① 施工者は、NETISホームページから、計画書作成時のID/パスワードを使用しログインします
② 施工者の入力が終わりましたら、登録ボタンにより発注者へ送信します②
③ 発注者には、自動メールで通知されます。IDパスワードを用いて調査表の画面へアクセスし、
④ 施工者の記入内容を確認します
①’②’③’④’ ※修正がある場合は、修正依頼ボタンにより修正を依頼します
⑤ 活用効果調査表の発注者欄に記入後、
⑥ 登録ボタンにより調査表確認者へ提出します

Ⅴ提出後に中国技術事務

所から修正依頼があった場合

6

Ⅲ実施報告書の作成

・登録（A・VR）

新技術活用時の
オンライン

登録方法の流れ

Ⅰ ID・パスワード
の発行

Ⅱ活用計画書の

作成・登録

Ⅳ活用効果調査表の

作成・登録（A・VR）

新技術活用後の実施報告書・活用効果調査表の作成手順を示します。

調査者(施工者) 調査者(発注者)

調査表(施工者)入力、
内容確認・調査表入力依頼

メール送信

修正依頼メール受信

システム画面操作後、
自動メール通知

内容確認・調査表入力依頼
メール受信

オンライン効果調査用WEB
ページにログイン

調査表（発注者）入力、内容確
認、調査表入力依頼メール送
信

修正依頼

調査表確認者
（中国技術事
務所へ）

①’

②’

③’

④’

②

③

④

①

メール文から
確認画面へアクセス

施工者
修正なし

施工者
修正あり

システム画面操作後、
自動メール通知

オンライン活用効果調査用
WEBページにログイン

調査表(施工者)確認

修正依頼

修正依頼

修正

⑥

⑤

「施工者へ
修正依頼」を
クリック

「登録」を
クリック

「登録」を
クリック

ページ参照13



①： システムメールにより、中国技術事務所より調査表の修正依頼があったら
②③ 発注者は、WEBページにログインし修正依頼内容を確認します。
④⑤⑥ 施工者記入欄の修正があれば修正依頼ボタンにより修正を依頼します。
⑦⑧⑨ 修正後、施工者より発注者へ修正後の活用効果調査表が提出されたら、システムの

自動メールにより通知されますので内容を確認します
⑩ 修正が終わりましたら、⑨登録ボタンによりNETISに登録をお願いします

※発注者記入欄の修正のみであれば①⑦⑧⑨となります。

7

Ⅴ提出後に中国技術事務

所から修正依頼があった

場合

新技術活用時の
オンライン

登録方法の流れ

Ⅰ ID・パスワード
の発行

Ⅱ活用計画書の

作成・登録

Ⅲ実施報告書の作成

・登録（A・VR）

Ⅳ活用効果調査表の

作成・登録（A・VR）

実施報告書・活用効果調査表の提出後、修正依頼があった場合を示します。

調査者(施工者) 調査者(発注者)

調査表(施工者)入力、
内容確認・調査表入力依

頼メール送信

修正依頼メール受信

システム画面操作後、
自動メール通知

修正依頼受領

オンライン効果調査用
WEBページにログイン

調査表（発注者）入力、内容
確認、調査表入力依頼メール
送信

修正依頼

調査表確認者
（中国技術事務

所へ）

⑥

③

④

①

メール文から
確認画面へアクセス

施工者
修正なし

施工者
修正あり

システム画面操作後、
自動メール通知

オンライン活用効果調査用
WEBページにログイン

調査表(施工者)確認

「登録」を
クリック

「登録」を
クリック

調査表確認者
（中国技術事務
所）より修正依頼

②
⑦

⑧

⑨

⑩

※発注者記入欄に修正があれば修正

⑤

修正依頼

「施工者へ
修正依頼」を
クリック

システム画
面操作後、
自動メール
通知



Ⅰ ID・パスワード発行 詳細手順-1 R５より工事毎IDになりR4より変更があります。

各工事ごとに記入が必
要になります。
１工事 １ID

8

施工者ⅠのID/パスワードの発行 の手順を詳しく示します。

こちらではないので

注意してください！

施工者

施工者

提案日よりA,VR,VEが自
動選択される。

A,VR,VEは除くNETIS番号入力



Ⅰ ID・パスワード発行 詳細手順-2

発注者

ページ上の申請情報を確認し、内容に問題がない場合は「承認」ボタンをクリックする。
※内容に問題がある場合は、画面を閉じ、調査者（施工者）に対しメール・電話等で修正依頼を行
う。調査者（施工者）は、修正依頼内容に従い、再度⑦の作業を行う。

発注者

各技術ごとに

内容を確認し、承認する
必要があります

9

施工者



Ⅱ 活用計画書の作成・登録 詳細手順

パスワード通知メールに記載のリンクからログインする場合 NETISホームページよりログインする場合

④受領したメールに記
載のログインIDとパス
ワードを入力後、ログ
インボタンをクリック

①②③「活用効果調査表
入力Webサイトへ」の文
字をクリック

こちらで

はないの

で注意！

⑤「新技術活用計画書」を入力。

実施報告書は、活用後に記入する

⑥記入後、「登録」ボタンをク
リックすると監督員へシステ
ムメールにて計画書の作成
について通知される。

10

Ⅱの活用計画書の作成・登録の手順を詳しく示します。

⑥記入後、「記入完了」にチェックをす
る。

※各シートを記入毎にチェックする



【計画書】と【実施報告書】が別のタブになりました

活用計画書・実施報告書の様式の変更

計 画 書

【計画書】と実施報告書が一体

実施報告書

令
和
４
年
度
・
オ
ン
ラ
イ
ン
様
式

計 画 書

【従来】ZIPファイルでの様式 【令和4年8月から】オンラインにおける様式

11

新技術活用計画書タブ
をクリック

実施報告書タブ
をクリック

様式は、新技術の活用前に提出する「活用計画書」、活用後に記載・提出する「実施報告書」及び「活用効果調
査表」の３つで構成されています。令和4年8月から、活用計画書が独立した様式へ変更されています。

計画書
(作成日、活用理由等)

各タブを記入後は「記入完了」ボタンに
チェックを入れて下さい

実施報告書
(新技術活用後に施工者

が記入)



「活用等の型」が新設・名称変更されました

令和２年度に新設・名称変更された活用型があります。
計画書提出時の活用型が選択できない場合、
後継の型を選びます。

◇ 発注者指定型

◇ 発注者指定型（選択肢提示型）

◆ 施工者選定型（総合評価技術提案）

旧：施工者希望型（契約前提案）

◆ 施工者選定型（契約後提案）

旧：施工者希望型（契約後提案）

その他の活用型については、発注課まで
お問合せください。

試行申請型(発注者指定)、試行申請型(契約後提案)
フィールド提供型、テーマ設定型(技術公募)

新設
継続

NETIS登録された「快適トイレ」を
使用する場合は、「発注者指定型」と
なる場合があります。特記仕様書を
確認してください。

快適トイレ の場合

名称変更

名称変更

発注者指定型（選択肢提示型）は
「写真管理の生産性向上に資する技術」
があります。
特記仕様書を確認してください。

発注者指定型（選択肢提示型）の場合

活用等の型を選択する際
に間違いやすいので注意
してください。

「活用等の型」について、選択内容を確認してください。

活用計画書 「活用等の型」 留意点 12



Ⅲ・Ⅳ 実施報告書及び活用効果調査表の作成

活用計画書作成時
より内容に変更が
あれば更新する。

「実施報告書」タブ
をクリックし、各項
目を記入する。

「活用効果調査表(発注者用)」
タブをクリックし、各項目を
記入する。

「実施報告書」タブの
入力が完了したら、「記入
完了」にチェックをする。

「活用効果調査表(発注者用)」
タブの入力が完了したら、
「記入完了」にチェックをする。
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新技術活用後、 A・VR技術は、実施報告書と活用効果調査表を作成します。

「記入完了」にチェック後、
「登録」ボタンをクリック
する。「施工者へ修正依頼」ボタンは

「発注者」の画面のみに表示されます。

重要：令和5年度よりVEは
実施報告書の作成は不要

ただし、年度を又ぐ工期延期の場合は、速

やかに「活用計画書」の工事期間、新技術施
工期間を修正すること。

＊年度毎に活用率を集計し、公表が必要なため

＊当初予定していた年度を超えて、工期延期する場合は修正必要。
年度毎集計のため、年度内の期間変更は、VEは修正必要なし。

VEは、令和5年度より作成の必要なし。



施工企画課従来のZIPファイルでの活用効果調査表の開き方
従来のZIPファイルで作成した、活用効果調査表の開き方が変更になっていますので、
注意してください。
尚、ZIPファイルでの提出は、令和４度中に終了予定であり、ZIPファイルを開くことができなくなります。お手数で
すが、オンライン申請にて入力し直しをお願いします。
（＊令和5年5月時点では、まだ使用可能ですが、いつ終了するかは不明です。終了後は、オンラインで再作成して下さい。）

ZIPファイルの開き方

①タブをクリック

②活用効果調査
表作成をクリック

「作成」を
クリックしない
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③「こちら」の文字をクリックすると開くことができます。

令和4年度4月1日以降に新技術を活用する場合は、新システム(オンライン)での
作成・提出をお願いします。

④「ファイルを選択」をク
リックし、パソコンに保存
されたZIPファイルを選ぶ

⑤「保存ファイルで
編集」をクリック



NETISマニュアル/FAQのご案内

詳しい手順等はNETISに掲載のマニュアルを参照してください。

「マニュアル/FAQ」のタブ
をクリック

「活用効果調査表入力システム
操作マニュアル」及び「(簡易
マニュアル)」の文字をクリック
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